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１．研究の背景と目的 

持続可能な社会システムの構築のひとつに，なるべくマ

イカーを使わず公共交通ネットワークを利用することで環境

負荷を小さくする政策が展開している 1)．導入される主力な

交通機関が LRT(Light Rail Transit)である．LRT は欧州を

中心に先行して導入され，わが国でも 1999 年の広島市に

続いて鹿児島，富山，豊橋，札幌と各地に普及している．

特に富山市は実績を上げたことで有名である 2)．LRT の特

徴は，従来の路面電車よりも騒音や振動が少なく速度と輸

送力も大幅に改善され，環境負荷が小さいことにある 3)． 

さて，千葉県木更津市を歴史的にみると，大陸文化を関

東や東北に伝える交通拠点で人流･物流の要所であった．

しかし，戦後のモータリゼーションの大波を受けて駅周辺の

旧商業地の地盤沈下とロードサイド型の新商業施設の立

地による都市交通問題が顕在化している． 

そこで，本研究は交通拠点の名に相応しい木更津に再

生すべく，新旧商業施設を環境に配慮した交通融合によっ

て環境負荷の低減と地域の活性化を目指した都市交通構

想をたてることが目的である． 

 

２．研究の方法 

図 1は研究のフローである．その方法は都市交通問題の

概観と構想をたてるうえでの重要点を抽出するために各種

の現状調査と先行事例調査を行い，木更津に LRT 導入の

可能性を検討することで，新旧商業地の交通融合による環

境に配慮した持続可能なまちの構想をたてることである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして，構想を可視化するために 4 つの構想図と模型を

作製する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．調査結果に基づく環境配慮型の交通融合構想 

表 1 で示した現状調査結果より，新商業施設の三井アウ

トレットパーク木更津，イオンモール木更津に加えて木更津

金田バスターミナル(BT)では仮に P&R を導入する場合に, 

相当規模の駐車供給量が見込まれることがわかった．一方，

木更津市内のバス路線はサービスが十分でないのに加え, 

交通事業者へのヒヤリング調査より乗車率も悪いことがわか 
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表 1 現状調査の概要と結果 

 
注) 現状調査のうち，バスサービス調査は文献 4)，駐車場容量調査は文献 5)，交通量調査は文献 6)，渋滞区間調査は文献 7)，道路段階構成調査・道路構造調査は文献 8)を用いた． 

調査名 目的 方法 結果

バスサービス調査 新商業地が融合していない理由を抽出するため
木更津市内のバス路線の運転本数(本)の調査と交通事業者
及び市役所ヒアリング調査

木更津全体でサービスは十分ではなく、さらに乗車率も悪い

駐車場容量調査
・木更津駅　　　　　　　　　　　　　　・木更津金田バスターミナル
・三井アウトレットパーク木更津　 ・イオンモール木更津
の駐車供給量を把握するため

関連サイトやヒアリング調査、または情報提供 木更津駅以外では十分な駐車供給量(約2万台)が見込まれる

交通量調査 交通融合しやすい道路を選定するため H22年度道路交通量センサスにより作図 金田地区周辺の幹線道路はほぼ飽和状態である

渋滞区間調査 交通融合しやすい道路を選定するため H22年度道路交通量センサスと現地調査により作図 アクアラインと金田地区の結節点において渋滞が発生している

道路段階構成調査 LRTの導入が可能な横断幅員を持つ幹線道路を選定するため
・広域幹線道路　・主要幹線道路
・幹線道路　　　　・補助幹線道路      の4段階に分類する

新商業地を融合するための主要幹線道路を中野畑沢線に選定した

道路構造調査 LRTが屈折可能な道路交差点部を選定するため ・現地調査・航空写真・白地図をもとに作図 木更津周辺の交差点部の道路構造を改良する必要がある

車籍地調査 広域からアクセスする来街者への対応策を検討するため
休日ピーク時間(2013-12-22,13-14時)の三井アウトレットパーク
木更津駐車場(P6)の利用者を調査する

来街者は県外が40.5%、袖ケ浦以外が68.8%を占めていた

高齢化統計調査 県内の同規模都市と高齢者層の割合を比較するため
人口同規模都市の成田市を対象として人口統計データ
(H19,H24)を比較する

木更津市：65歳以上20％(H19)　24％(H24)
成田市    ：65歳以上16％(H19)　19％(H24)

社会福祉政策調査 非健常者のモビリティが確保しやすいかを調査するため 木更津市の社会福祉関連サイト及び市ヒアリング調査
政策面ではバリアフリー化を目標に推進しているが、公共交通の
ハード的な政策は不十分と評価している

バスサービス 駐車場容量 交通量 現状調査

渋滞区間 高齢化統計 社会福祉政策

木更津市の自動車依存問題と高齢社会問題が抽出された

・環境配慮型 ・融合（人+車+バス+LRT） ・持続可能

・木更津の現状 ・歴史 ・高齢化 ・社会福祉

１ 背 景

３ 方 法

先行事例調査（海外及び国内）

公共交通が交通融合と環境配慮に適していることが分かった

道路段階構成調査 道路構造調査

LRT導入の可能性が示された

車籍地調査

広域交通融合の必要性が示された

調査結果の考察による都市交通問題の概観と構想を立てる上での重要点の抽出

新旧商業地の交通融合による環境に配慮した持続可能なまち

２ 目 的

構想図 標準横断構成の再配分 単路部のLRT模型
LRT導入イメージ（合成写真）

４ 構 想

現状調査

図 1 研究のフロー 



った．また，新商業施設の周辺幹線道路の混雑も

恒常化している．すなわち，今後も新商業施設へ

の自動車集中が一層進むと，旧商業地(木更津

駅前)との分離が顕著になることが懸念される． 

次に，利用者に新たな公共交通手段を提供す

ることとし，異種の公共交通が融合されることで環

境配慮型都市の基盤となり，LRT 導入の可能性

が抽出された．ここで，LRT 導入路線は道路段階

構成調査および交通量調査から主要幹線道路の

中野畑沢線(都市計画道路)が選定される．すな

わち，ここでの構想は自動車交通による道路への

負担を軽減し，新旧商業地の交通融合を計画す

ることで自動車から公共交通への転換･分散が図

られ，人が安心して移動･回遊することで地域の

活性化にも繋げようとするものである．しかし，車

籍地および主要幹線道路の交通量調査より商圏

は広域で都市間を移動していることからも,広域交

通網との連続性も検討する必要があり，P&R駐車

場の拡大整備が計画されている木更津金田 BT

を結節した都市間直通バスによる道路への負担

軽減も検討しなければならない． 

 

４．交通融合構想の可視化 

デバイスを可視化することで，交通融合構想を視覚的に

理解しやすいように工夫した．図 2は構想概念である．図 3

は LRT を導入する中野畑沢線単路部の標準横断構成の

再配分である．図 4 は LRT 導入イメージ(合成写真)である．

図 5は単路部(交差点含む)の LRT 導入後の模型である． 

 

５．あとがき 

LRT は海外での導入事例も多く環境配慮型都市内交通

の主流となっているが，日本では発展途上と言える．その

背景にはモータリゼーションに合わせた道路交通整備が中

心となっているためである．しかし，環境保全が重要視され

ている今では，より環境に配慮した公共交通ネットワークの

主要交通機関として導入を進める必要がある． 

この構想では都市内交通を中心に検討したが，今後は

具現化へ向けた課題の検討が必要となる．そのひとつが，

LRT 導入による異種交通機関の公共交通システムの一元

化を目標とした時の点･線から面(ネットワーク)への移動連

続性を評価する手法の開発と導入効果の試算である． 
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注)図中の再配分した幅員は参考文献 9)～12)による． 

図 3 標準横断構成の再配分 

 

 

図 4 LRT 導入ｲﾒｰｼﾞ写真（合成） 
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【公共交通運輸連合(Verkehrsverbund)】 
地域内の交通事業者が連合体を組織し、公共交通
の運営を一元的に管理すること。 

事例：フライブルグ（ドイツ） 

 ３つの自治体をまたぎ、１７の 
交通事業者が提供する９０路線 
の公共交通機関 

 ゾーン制の共通運賃体系 
 利用者は２０年間で約２倍に増加 

 フライブルグ運輸連合のゾーン運賃制度 

【LRT (Light Rail Transit)】 
従来の路面電車の走行環境や車両性能を向上させ、バリア 
フリーや環境に配慮した経済性に優れた公共交通システム 
 優れた輸送・走行能力(輸送力2,000～15,000人程度) 
 環境への配慮(CO2排出量が小さい)  
 柔軟なネットワーク 

 (既存鉄道への乗り入れ可能) 
 割安な建設コスト(地下鉄の 1/10) 
 ユニバーサルデザイン(低床性・騒音なし) 
 定時性・速達性 

(優先信号の導入による信号待ち時間の短縮) 
 日本の LRT：富山市、広島市、札幌市、豊橋市等 

Le Tram:ストラスブール(フランス) 

【環境定期券】 

環境負荷の少ない公共交通機関の利用を促進するための
割引運賃制度  

事例：フライブルグ（ドイツ）：レギオカルテ(Regio-Karte) 

 一定地域内の異なる公共交通機関に乗車できる 

 定期券は普通運賃の 70%の割引率 

 公共交通利用者は 62.5% 増加 

【P&R(Park & Ride)】 
自動車から公共交通機関へ乗り換えるための駐車場で、都心部

の道路交通混雑を緩和することで、環境負荷を減少すること。 

事例：ストラスブール（フランス） 

 路線ごとに約2000台分の駐車スペース  

(A路線1700台、B路線2320台) 

 トラム往復券+１日駐車券 €3.50 

 (都心部の駐車料金の最大 €22.00) 

 トラム定期券所有者は駐車無料 

 P&Rシステム導入前は利用者の90％が都心部に駐車していた 

P&R:ストラスブール(フランス) 

【トランジットモール(Transit Mall)】 
歩行者、自転車および公共交通機関のみを通行可能
とする道路(路線)もしくは地区(面)のこと。 
事例：フライブルグ（ドイツ） 
 一般車乗り入れ禁止 
 中心市街地の活性化 
 道路交通環境の改善 
 公共交通サービスの向上 
 P&R およびフリンジ・パーキングと同時に導入 
 日本の歩行者専用アーケード街に類似するが、 
面的なトランジットモール化は実験段階である。 

【社会福祉政策】 
交通バリアフリー法を根拠とする高齢者や障害者等
の円滑な公共交通機関の利用 

事例：富山市（日本） 

 停留所（施設）が線・面的なバリア
フリーなため、高齢者、ベビーカー
や車椅子の利用者が容易に異種
交通機関に乗り換えできる。 

 車内に車椅子やベビーカーの固定スペースがある。 
 車内にはエスコートのアテンダントが同乗している。 
 停留所にスロープやベンチが設置されている。 

富山市の PORTRAM 

 

君津駅アクセスバス

図 2 構想図 

注) ストラスブール，フライブルグ，ポートランド，シンガポール等

の担当課のヒヤリング調査･資料により構想カード を作成した．

図 5 単路部の LRT 導入模型(中野畑沢線久津間橋付近) 

交通結節点（LRT+バス+駐車場+歩道）のバリアフリー化（ハード面）と移動連続性の評価

連続性のある異種交通機関の乗り換えシステム化(ソフト面)と環境負荷の低減効果

異種交通事業者間の統合運営の可能性

地域活性化(公共交通+商店街)の経済効果

具現化へ向けた課題

【交差点部の改良（道路構造）】 
自動車と LRT の接触事故を防止 

事例：富山（日本） 

 交差点の信号制御(LRT優先) 

 軌道部と車道部における錯綜

を防止するための道路構造の

改良 
 富山市の交差点改良 

【LRT の軌道敷緑化】 
芝生軌道による都市の緑化、吸音効果、 
ヒートアイランドの緩和 

 
事例：鹿児島（日本） 
 芝生によって周囲の温度を 
下げる 

 都市景観の向上 
 騒音・振動の減少 
 路面の照り返しが少なく、                   
利用者や運転手の目に優しい 
 

鹿児島の軌道敷緑化 

【ガイドウェイバス】 
ガイドウェイを用いたバスシステム 

事例：エッセン（ドイツ） 

 道路が混雑する都心部では専用軌道を 

走行するので渋滞に巻き込まれない 

 郊外部では一般道路を走行するので建設

コストが抑えられる 

 LRT の利用者需要が見込めない時に

導入することができる 

 トラムの軌道跡を利用することができる 

 

エッセンのガイドウェイバス 
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